
当会と和歌山県で「わかやま産業交流サロン」

を 10月 9日（水）、ホテルアバローム紀の国にお
いて開催した。今回は㈱SCREEN 代表取締役会
長の垣内 永次氏をお招きし、「常識にとらわれな

い攻めの経営戦略」と題し、講演頂いた。

垣内氏は、和歌山県有

田川町生まれ。天理大学

卒業後、大日本スクリー

ン製造（現㈱SCREEN）
に入社。34 歳から海外現
地法人社長（ベネルクス、

アメリカ）を経験される。

帰国後、代表取締役社長

としてご活躍され、2019 
年 6月に代表取締役会長に就任し、現在に至る。
 「半導体製造装置、ディスプレー製造装置等を

製造しており、究極の BtoBをしている会社。売

上の 8割が海外での売上を占める。創業の精神と
して“思考展開”を掲げ、当社の技術にどう生か

せるか何が不足しているのかを社員一同胸に秘

めて、常に伸ばしていこうと考えて行動してい

る。」と思いを述べた。

 また、2 回の本業消失から「事業ポートフォリ
オの見直しは事業者しかできないため、経営者と

して常に注意しなければならない。」と強調した。

 最後に、時代と共にビジネスと技術の多様化に

努めチャレンジ精神を持って臨むことが一番大

事なことである。」と締めくくった。

 （独法）高齢・障害・求職者支援機構委託事業で

ある生産性向上支援訓練「生産現場の問題解決」を

9月 25日（水）、10月 10日（木）、それぞれ 18名
参加のもと和歌山商工会議所において開催した。

 本セミナーでは、2日の講座を通して生産管理を
理解し、生産現場の問題を発見、解決できる知識技

能を習得する実践的内容となっている。

 講師には、㈱日本人財研究所の松本哲夫氏をお迎

えし、受講生へ「セミナーで勉強して知識を獲得し

ただけにとどまらず、実務で実践し、実績を残すこ

とが大切である。」とメッセージを送った。

1日目は、生産管理の意義として、大量生産（見
込み生産）と多品種少量生産（受注生産）の両立が

必要と説明。管理の手法として、5ゲン主義（現場、

現実、現物、原理、原則）、なぜ 5（なぜを繰り返
す事により真の原因を追究する）、5S（整理、整頓、
清掃、清潔、躾）の徹底が重要であると講義した。

2日目はグループに分かれ、解析ソフトを用いて
管理図の作成方法などを学んだ。ムダ取りの重要性

について講義を受けた後、ムダ取りによる改善の体

験学習を行った。グループに分かれ模擬ラインでの

作業の中から、いかにムダを省けるかの考察が行わ

れ、受講者たちは熱心に討議を重ねていた。
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